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二新刊紹介二

関ロ　武著 日本気象風土記
旺文社新書　252頁　250円

　わが国では，あいさつの言葉一つをとつても，日常生

活に及ぼす気象の影響の大きいことがわかると言われて

いる．そのためでもあろうか，日本の天気や気象に関す

る解説書や教養書は，これまでにもかなりの数になる．

しかし，わが国の気象の変化は時間的ばかりでなく，地

域的にも極めて大きく，このような地域差が特色のある

風土を作り出し，そこで育った人々に郷愁をよび起こさ

せているにもかかわらず，このような点を重視して記述

された教養書は意外に少ない．一般の人は知らず知ら

ず，自分自身の生活の場所が頭の中の主要な部分を占め

ているのではないだろうか．

　本書では，この点を重視し，わが国を北日本・東日本

・中央日本・西日本に四分し，それぞれの地域に関係ず

けて，気象現象や天気図の見方などを解説している．た

とえば，冬の季節風といっても，北日本と北陸以南とは

若干その性質を異にするので，別々に取り扱うというよ

うな配慮がされていることが本書の第一の特徴である．

　また単なる気象現象の羅列に止まらず，たとえば，北

日本の冬の寒波を“ざしきぼっこ”の民話やこけしずく

りと結びつけ，さらに砂丘とそれを作り出したタマカゼ

の由来をとき，季節風と漁民文化を結びつけるというよ

うに，巧みに風土と気象を結びつけたところに本書の第

二の特徴がある．しかも丑寅鬼門説・おぼろ月夜などの

民間伝承や季語などに科学的解説を加えるばかりでな

く，大気大循環や気象衛星に関する知見など新しい気象

学の片鱗をも加えて，日本の気象風土記を通じて，気象

学の一般教養を与える気象学の入門書としての配慮がな

されている．ただ，頁数の割合に多くの内容を盛りこん

だために，もう少し詳レい解説をほしいと感じる部分が

あるのは残念である．

　本書の第三の特徴は読みやすいことである．旺文社新

書という，学生一般を対象とする読物であるだけに，ユー

モアのある砕けた文休で肩がこらず，まことに楽しく読

める．したがって気象人の息抜きもよいが，気象学に全

く無縁な一般の人々の教養書としてよく，また文科系を

含めた大学教養コースのテキストとして使いやすい書物

だと思う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河村　武）
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